
・教育的愛情

・総合的人間力

・子ども理解力

・地域等との連携・協力

「北海道における教員育成指標」に示す資質能力のうち、本講座で取り扱う内容

部活動等の指導
担当：部活動改革推進課部活動改革推進係



部活動の適切な運営や指導の在り方

説明の内容

１ 学習指導要領における部活動の位置付け

２ 国のガイドラインと
北海道の部活動の在り方に関する方針

３ 部活動の地域展開



部活動の適切な運営や指導の在り方

１ 学習指導要領における部活動の位置付け

中学校学習指導要領（平成２９年告示）における記載

第１章 総則
第５ 学校運営上の留意事項
１ 教育課程の改善と学校評価、教育課程外の活動との連携等

ウ 教育課程外の学校教育活動と教育課程の関連が図られるように留意するものと
する。特に、生徒の自主的、自発的な参加により行われる部活動については、ス
ポーツや文化、科学等に親しませ、学習意欲の向上や責任感、連帯感の涵養等、
学校教育が目指す資質・能力の育成に資するものであり、学校教育の一環として、
教育課程との関連が図られるよう留意すること。その際、学校や地域の実態に応
じ、地域の人々の協力、社会教育施設や社会教育関係団体等の各種団体との連携
などの運営上の工夫を行い、持続可能な運営体制が整えられるようにするものと
する。

※高等学校・特別支援学校についても同様の記載



部活動の適切な運営や指導の在り方

２ 国のガイドラインと北海道の部活動の在り方に関する方針

国ガイドライン（平成30年（2018年）～）

○「部活動改革及び地域クラブ活動の推進等に関する
総合的なガイドライン」

北海道の方針（平成31年（2019年）～）

○「北海道の部活動の在り方に関する方針」及び
「道立学校に係る部活動の方針」

国のガイドラインに則り、部活動の教育的意義を踏まえ、生徒の視点に立った部活
動の充実を目的として、教員の部活動指導に係る負担にも配慮しながら、生徒の視点
に立った部活動の充実を目的として策定。国の動向等を踏まえ、随時改正（最終改正
令和８年３月）。

平成30年当初は「運動部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」及び「文化
部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」であったが、令和４年12月に学校部
活動の地域クラブ活動への移行に取り組むべく統合・全面改定。さらに、令和７年12
月に現行のガイドラインを策定。



部活動の適切な運営や指導の在り方

①
適切な指導・安全安心の確保に向けて、暴力・暴言・ハラスメント、いじめ等の不適切行為を防止するための留意事
項等を追記

②

休養日・活動時間の設定基準の改正

③

その他の文言整理等

１ 改正の趣旨
部活動改革の基本的な考え方を示すため、令和７年12月に新たに策定された国のガイドラインにおける「学校部活動の在り方」

の記述を踏まえ、本道の「北海道の部活動の在り方に関する方針」及び「道立学校に係る部活動の方針」の一部改正を行うもの

２ 改正内容

３ 施行期日
令和８年（2026年）４月１日

・部活動が、全ての生徒が一律に加入すべきものではない旨の追記
・部活動の設置にあたり、マルチスポーツ部等としての集約等を検討する旨の追記
・学習指導要領解説における部活動の位置付けに留意する旨の追記 など

２ 適切な指導・安全安心の確保 (1)・(2)

国のガイドライン：部活動改革及び地域クラブ活動の推進等に関する総合的なガイドライン

Ⅳ 学校部活動の在り方
１ 適切な運営のための体制整備
（１）学校部活動に関する方針の策定等

都道府県、学校の設置者、校長は、それぞれ、本ガイドライン等に則り、適切な活動時間・休養日の設定を
含めた学校部活動に関する方針を策定すること。

○平日と週末のそれぞれに設けていた休養日の設定基準を柔軟化
○週当たりの活動時間上限を明文化

３ 適切な活動時間・休養日等の設定

部活動の方針に係る令和８年改正の概要



部活動の適切な運営や指導の在り方

暴力・暴言・ハラスメント・いじめ等の不適切行為の根絶

引用：生徒指導提要（令和４年１２月文部科学省）

【不適切な指導と考えられ得る例】

○大声で怒鳴る、ものを叩く・投げる等の威圧的、感情的な言動で指導する。
○児童生徒の言い分を聞かず、事実確認が不十分なまま思い込みで指導する。
○組織的な対応を全く考慮せず、独断で指導する。
○殊更に児童生徒の面前で叱責するなど、児童生徒の尊厳やプライバシーを損なう
ような指導を行う。

○児童生徒が著しく不安感や圧迫感を感じる場所で指導する。
○他の児童生徒に連帯責任を負わせることで、本人に必要以上の負担感や罪悪感を
与える指導を行う。

○指導後に教室に一人にする、一人で帰らせる、保護者に連絡しないなど、適切な
フォローを行わない。

（引用：「生徒指導提要（改訂版）」令和４年12月文部科学省）

適切な生徒集団づくりや日頃からの生徒への目配り、開かれ
た環境の整備等により暴力・暴言・ハラスメント、いじめ等
の不適切行為の未然防止を徹底する。



部活動の適切な運営や指導の在り方

改正後（Ｒ８年度～） 改正前

休養日

基 準 週２日以上
週２日以上

（平日１日及び週末１日）

弾力的な設定
（高校段階）

週１日以上
上記のほか月１日以上

平日：週１日以上
週末：月１日以上

活動時間

基 準
平日 ： ２時間程度
休日 ： ３時間程度
週当たり：11時間程度

平日 ： ２時間程度
学校の休業日 ： ３時間程度

弾力的な設定
（高校段階）

平日 ： ３時間程度
休日 ： ４時間程度
週当たり：16時間程度

平日 ： ３時間程度
学校の休業日 ： ４時間程度

週当たり：16時間程度

※休日：日曜日及び土曜日、祝日、年
末年始（12月29日～翌年1月3日まで
の日（祝日を除く））

※高等学校段階においては、道教委が
別に定める要件（複数顧問の配置や
地域住民等の部活動運営に係る支援
体制など）を満たす場合に、休養日
及び活動時間の弾力的な設定の範囲
内で活動を行うことができる。
弾力的な設定を行う場合は、道教委
に申出書を提出する必要がある。

週の活動内容

平 日 週 末 週合計

月 火 水 木 金 土 日 休養日数 活動時間

2H 2H 2H 2H 3H 2日 11H

2H 2H 2H 2H 2H 2日 10H

2H 2H 2H 3H 2H 2日 11H

2H 2H 2H 3H 3H 2日 12H

1H 1H 2H 2H 2H 2H 1日 10H

活動の可否

改正後 現行

○ ○

○ ×

○ ×

×（週当たりの活動時間超過） ×

×（週当たりの休養日数不足） ×

休養日・活動時間の設定基準

休養日・活動時間の設定基準の改定



部活動の適切な運営や指導の在り方

活動場所で測定した暑さ指数（WBGT）が３１℃以上の場合
は、原則として活動を行わない

熱中症対策

【熱中症防止の留意点】

（引用：「学校の『危機管理マニュアル』等の評価・見直しガイドライン」（文部科学省））



部活動の適切な運営や指導の在り方

３ 部活動の地域展開について

「北海道部活動の地域展開に関する推進計画」を踏まえた
部活動改革の基本的な考え方・方向性①

○急激な少子化が進む中、将来にわたって子どもたちが継続的にスポーツ・文化
芸術活動に親しむ機会を確保・充実

○学校単位で部活動として行われてきたスポーツ・文化芸術活動を地域全体で関
係者が連携して支え、子どもたちの豊かで幅広い活動機会を保障

○障がいのある子どもや運動・文化芸術活動が苦手な子どもを含め、全ての子ど
もたちがそれぞれの希望に応じて、等しく多様な学びと体験に触れられ、心の
居場所ともなる環境を整備することが何よりも重要

【推進計画の位置付け等】
国のガイドラインの部活動改革の理念や基本的な考え方を踏まえ、令和８年度以降

の部活動の地域展開を推進するための方向性を示す

【部活動改革の理念】



部活動の適切な運営や指導の在り方

【対象】
公立中学校等（義務教育学校後期課程、中等教育学校前期課程及び特別支援
学校中学部を含む）

【計画期間】
令和８年度～令和１３年度

【目標】
○原則、計画期間内に休日全ての部活動において地域展開を目指す
○現時点で休日の地域展開等が進んでいない場合は、前期３年間の間に着手

※平日については、地域の実情に応じて取組を進めることとし、国における
検証や中間評価等を参考としながら、後期３年間の取組を検討

「北海道部活動の地域展開に関する推進計画」を踏まえた
部活動改革の基本的な考え方・方向性②



部活動の適切な運営や指導の在り方

公立学校の教職員が地域クラブ活動に従事する場合の取扱い

公立学校の教職員は、次の①～③を全て満たす場合には、地域クラブの指導者として報酬を受けて兼職兼業を

行うことが可能です。

① 当該教職員が希望する場合であって

② 地方公務員法や教育公務員特例法等の規定に基づき、

③ 服務を監督する教育委員会の許可を得た場合〔学校運営に支障がないこと等の確認〕

教職員の兼職兼業許可に係るプロセス（イメージ）

地域クラブ

① 地域クラブから指導等の依頼 ② 職員本人の希望に基づき兼職
兼業の許可願等を提出

④ 本務への支障の有無や報酬額
等を確認し、許可・不許可を
決定・通知

③ 本務への支障の有無等を確認
の上、当該許可願等を提出

⑤ 兼職兼業の許可・不許可の
決定を通知

⑥ 許可の内容等に基づき契約

教職員 学校管理職
（校長）

教育委員会



部活動の適切な運営や指導の在り方

参考資料掲載ウェブサイト

項 目 所 管 ＵＲＬ等

「北海道の部活動の在り方に関する方
針」、「道立学校に係る部活動の方
針」及び「北海道部活動の地域展開に
関する推進計画」の詳細

北海道教育
庁学校教育
局部活動改
革推進課

https://www.dokyoi.pref.hokkai
do.lg.jp/hk/gkk/bukatsudo.html

「部活動改革及び地域クラブ活動の推
進等に関する総合的なガイドライン」
の詳細

スポーツ庁 https://www.mext.go.jp/sports/
b_menu/sports/mcatetop04/list
/1405720_00025.htm

熱中症対策資料 北海道教育
庁学校教育
局健康・体
育課

https://www.dokyoi.pref.hokkai
do.lg.jp/hk/ktk/211540.html

部活動改革ポータルサイト スポーツ庁 https://www.mext.go.jp/sports/
b_menu/sports/mcatetop01/list
/1372413_00003.htm


